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「感動」から「感じる力」を培う教育を考える

ー演奏活動のクラブへのアンケートのまとめおよび心理学的一考察ー

大谷正人(特別支援教育講座) ・荒尾岳児(音楽教育講座)

はじめに

感性を育む上で、感動体験は感性や知性が統合され、象徴的に体験された事象として、重要な意味

を持っと思われる。渡辺は感動について、 「精神が衝撃を受けることだけが感動なのではなく、同時

に対象への高い価値感情があり、その価値感情はなんらかの普遍的なものを志向することによって感

動となる。」と述べている 12)。この対象への高い価値感情と普遍的なものへの志向という、渡辺の

指摘からもわかるように、共感・共有という感動の基盤がエネルギーともなり、感動は5齢、体験とな

り、高い志向性を持つが故に、感じる力や考える力を培う原動力にもなる。このように、感性と感動

は、豊かな感性が感動を生み、感動が感性を培うというように双方向的な関係にある。

三重大学COE(B) (通称Kanseiプロジェクト)では、教育における感性システムのフレームワーク

の創出を試み、その際、 「内面的一表出自旬、 「形式的-暗黙的J、 「個別的-共有的」という 3つ

の分類軸があることを提案した9)口感動において、感性システムの3つの軸においては、共有的とい

う点に特徴があり、対象への高い価値感情など、このフレームワークの次元を超えた特徴もあるよう

に思われる。

感じる力を培う教育モデ、ルを、教育の現場における感動体験という視点から考える場合、学生自身

が主体的な立場から学びを創造し、子どもたちと共有できる有意義な体験ができる場として、教育学

部における最大の体験は教育実習であろう口教育実習の場合、 2週間または4週間という決められた

期間に向けての準備、その期間の児童・生徒や教師との出会い、よりよい授業をめざしての研鎖など、

様々な要素を通して、学生の感性・知性が教育の現場で子どもたちに対して最大限に発揮され、子ど

もたちの反応と相互に作用しあい、学生が感動を体験できる場となる。学生にとっては、日常を越え

た場としての側面もある。

今回は、教育実習のような場ではなく、日常的にも感性を培える場としてのクラブ〉活動の持つ意義

について、音楽系のクラブにアンケート調査をした。その調査結果もふまえて、感じる力を培う上で

の一つの視点として、感動のもつ意味、そして大学における感じる力を培う教育についても若干言及

したい。

I 感性と感動

1.人間関係の中で「感じる力j を培う

人間関係の出発点は、人と人との出会いであるが、ブーバーは、 「わたしとそれ」としザ関係は、

空間と時間の制限の中だけで存在するのに対し、 「わたしとあなた」としづ関係はi空間や時間を越

えて成立するとして、以下のように述べている 1)。

「根源語くわれ なんじ)は、ただ全存在をもって語り得るのみである。全存在への集中と融合は、
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わたしの力によるのではないが、またわたしなしには生じ得ない。 くわれ〉は(なんじ〉と関係には

いることによってくわれ〉となる。 くわれ)となることによってわたしはくなんじ〉と語りかけるよ

うになる。すべての真の生とは出会いである。」

出会いが重要な役割をもっ心理臨床においては言うまでもないが、場の流れや雰囲気を感じること、

自分の心身の流れを感じることは、二人以上の集団での関わりにおいて重要である。特に、心理臨床

の場においては、相手の気持ちを感じ、助力を求める心への感受性を活かしていくように心がけるこ

と自体がトレーニングになる 5)。コミュニケーション障害の重い人を援助する体験は、神田橋が記し

ているように五感(視覚・聴覚・唄覚・味覚・触覚) トレーニングの最適の機会ともなる 5)。

2.感動の心理学的基盤

感動は、前述したように、知性と感性が高度に統合されて、体験されるものである。皆川が紹介し

ているように、知性は、知覚、記憶、表象、理解、推理、判断など認知的処理を含む知的精神活動感

動であるのに対して、感性は、対象のもつ明確にはできない側面を直感的にとらえ処理する能力とも

考えられる 7)。感動に関連する心理学的概念として最も重要なのは、マズローの提唱した至高体験で

はないだろうか。至高体験とは、最高の幸福と充実の瞬間であり、感動の一つの極みとも考えられる

10)。この至高体験は、自己超越とも深く関連しており、マズローは、晩年に自己超越を自己実現よ

りもさらに高次元の人間の基本的欲求であるとした。至高体験の残存効果として、マズローは、以下

の点を指摘している 6)。

①至高体験は、厳密な意味で、症状をとり除くとしづ治療効果をもつことができ、また事実もってい

る。

②人の自分についての見解を、健康な方向に変えることができる口

③他人についての見解や、かれらとの関係を、さまざまに変えることができる。

④多少永続的に、世界観なり、その一面なり、あるいはその部分なりを変えることができる。

⑤人間を解放して、創造性、自発性、表現力、個性をたかめることができる。

⑥人は、その経験を非常に重要で望ましい出来事として記憶し、それを繰り返そうとする。

⑦人生そのものが正当なものとされ、自殺や死の願望はそれほどあり得ないものとなる。

さらに、至高体験に関連が深い概念として、スピリチュアリティ(霊性)がある。ウィルパーによ

れば、スピリチュアリティとは、至高体験ないし意識の変容状態を前提とし、愛、信頼など、いわゆ

る精神的態度・姿勢である 13)。

指揮者兼作曲家のフルトウ、ェングラーは、 「人間的な感動の主要部分は、人間の内部にではなく、

人と人の間にある。」と記していたが、感動には、普遍性、対象への高い価値感情、創造性、永続性

などの特徴がある 3)。このような感動体験が、さらに感性を高めるという効果を持つことは十分にあ

り得ることと思われる。

3.脳科学の立場からみた感動

感動時の脳システムについて、茂木は脳科学の立場から、以下のように述べている 8)。

「感動というのは、脳が記憶や感情のシステムを活性化させて、今まさに経験していることの意味

を逃さずにつかんでおこうとする働きなのです。脳が全力を尽くして、今経験していることを記憶し
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ておこうとしている。生きる指針を痕跡として残そうとしている。そのプロセスに感動があると言え

るのです。」

福田は、彼の進化論的感情仮説から、知的感情、社会的感情、基本情動、原始情動という 4つの情

動・感情モジュールが協同して働くときに湧きあがるものが感動であると定義している 2)。記憶と感

情のシステムは、大脳の海馬や扇桃体が中心になって脳を支配しているが、感動の共有性としづ特徴

を考えた時、その前提として他者との共感を生む回路の存在が重要となる。他者との共感を生む回路

のーっとして、他者の心を理解する上で、前頭葉の運動前野にあるミラー・ニューロンの役割も注目

されている。他者の運動を観察することで発火するニューロンは、上側頭溝でも発見され、ミラーシ

ステムとして報告された11)。特に上側頭溝は、健常小児においてミラーシステムと心の理論に共通

して関与する領域とされている口

主に左前頭葉の運動前野のミラーニューロンの存在している位置は、運動性言語野に一致している。

感動は言語表現がなされることにより、より記憶され、永続的な価値を持つようになる。また感動体

験の創造に関しては、実行機能を司る前頭前野の役割も大きいだろう。このように感動の脳科学的背

景としては、特定の部位の重要性は指摘できるが、感動の背景として、知性と感性の統合されたもの

としての性格を考えると、知性により関連の深い左脳、感性に関連が深い右脳の両者ともに脳全体と

して関与しているとも言えるだろう。

E 感じる力を培う上でクラブ、活動の持つ可能性

一演毅舌動のクラブへのアンケートからー

「感じる力」を培うことを大学教育の場で考える時、大学では授業と課外活動という 2つの活動に

二分して考えることができる。課外活動では、学生自身が主体的に参加して共通の目的に向かつて逼

進するとしづ意味で、課外活動には感性を高める可能性が十分にあると考えられる。特に芸術系の課

外活動では、感じる力に直接関連した活動を日常的にしている。そこで今回、演奏活動をしているク

ラブに「感じる力Jなどに関するアンケートをとることによって、課外活動の持つ意味や可能性につ

いて考察した。

1.方法

1 )対象

三重大学において音楽(演奏)活動(クラシック音楽の演奏が活動の中心)をしている 2つのクラ

ブ (A部と B部)にアンケートを行った。音楽系のクラブの中で、 A部と B部にアンケートを依頼し

たのは、三重大学COEのKansei研究会のメンバーが、両部では顧問をしているためである。

2)内容

以下の内容からなっている。

①「感性」とは?

②感じる力を培うため、大学においてどのような活動が有意義か?

a.授業(講義・演習・実験・実習などを含む)において

b.授業以外の活動(クラブ活動や大学祭などを含む)において

③クラブ活動(サークル活動)は、感じる力を培うためにどの程度;意義があるか?
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④上記③で意義があると答えた人に対する設問

a.クラブ活動(サークル活動)は、感じる力を培うためにどのような意義があるか?

b.どのような時にその意義を認識したか?

C.感じる力を培うことに関して、クラブ活動(サークノレ活動)に独自の存在価値があるとすれば、

それはどのようなものか? (あてはまるものすべてに回答)

-感じたことを表現する力を伸ばせる

-感性を共有できる

-自発的・自主的に感性を伸ばせる

.より継続的に感じる力を培える

-感動体験が多い

・その他

⑤上記の③で意義があまりないと答えた人に対して、その理由

⑥クラブ活動(サークル活動)の中で、感じる力を培うことに関する教員の役割

2.結果と考察

A部では、 19名に配布し、 14部回収された(回収率74%) 0 B部では、 41名に配布し、 11部回収

された(回収率 27%)。回答者を学年別に分けると、 1年生1人、 2年生 11人、 3年生8人、 4年

生4人、大学院1年生1人で、あった。男女別では、男性 10人、女声 15人で、あったO また学部別にみ

ると、教育学部 11人、工学部6人、人文学部5人、生物資源学部3人で、教育学部で音楽コースを専

攻している学生はいなかった。

調査結果は、多い)1頂に以下の内容にまとめられた(括弧内はその人数)。

1 )感性について

①事象(物事)に対して感じ、それをもとに新たに考え、活用することを司るもの (8)

②直感のように、論理的な思考をしない(できなしす時に作動するもの (4)

③個人が独自に持っている感覚的なもの (3)

④ある程度生来のもので、経験によっても身に付くもの (2)

上記以外にも、 「知識では補えない人間らしさを育て、美しく生きるために必要なものJ、 「見聞

きしたもの以外のことを感じとること」など、感性に価値評価をする力を認めているものが大部分で

あった。③の意見については、感性は知性と同じとする対立する意見もあった。

Kansei研究班では、感性について、 「価値判断を伴い方向'性や能動'性を持った総合的な働きで、ある

『感性』が『感じる力』の基盤であり、理論に裏付けされた実践や体験によって培われる」と考えて

おり、この設問において、この考え方を紹介し感性についての概念を尋ねた9)口また、前述したよう

に感性システムの位相として、 「生み出す受け取るJ、 「個別性一共有性」、 「表現される一表現

されなしリという 3つの軸があると考えているが、学生は「生み出す-受け取るJという感性の特徴

を中心に考える傾向があった。

2)感性を培うために有意義な活動

①授業において
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-実習・演習などの体験型授業 (6)

-様々なことを学び、経験すること (4)

・考えさせる討論中心の授業 (3)

-問題解決型の授業 (2)

-芸術関連の講義・実習 (2)

②課外活動において

-人と関わり、コミュニケーションをとること (4)

・様々な経験を積み重ねること (3)

・よい音楽・絵画などの鑑賞をすること (3)

・責任を持ち、運営などに関わること (2)

上記以外にも、 「発表の機会を持ち、社会に貢献すること」などもあったD いずれにおいても、経

験を重ねることや人と関わることが、感性を培う上で重要と考えていた。

3) クラブ活動(サークル活動)は、感じる力を培うためにどの程度意義があるか?

A部と B部では回収率がかなり異なるために、同列に論じることはできないと考えられる。そこで、

別々にアンケートを集計した。

A部では、 「非常に意義があるJとの回答は、 14人中8人 (57%)で、内訳は、男子4人、女子4

人、また学年別では、 2年生2人、 3年生4人、 4年生1人、大学院生1人で、あった。 iある程度意

義があるJとの回答は、 14人中6人 (43%)で、その内訳は、男子3人、女子3人で、学年別では1

年生1人、 2年生3人、 4年生2人で、あった。

B部では、 「非常に意義があるJとの回答は、 11人中8人 (73%)で、内訳は、男子3人、女子5

人で、学年別では、 2年生3人、 3年生4人、 4年生1人で、あった。 iある程度意義がある」との回

答は、 11人中3人 (27%)で、内訳は、女子3人で、すべて2年生で、あった。

A部、 B部ともに。 iあまり意義がなしリ、 「全く意義がなし¥Jとしづ回答は、全くなかった。ま

た回答した3年生8人は、全員が「非常に意義がある」と回答した。

B部においては、アンケートの回収率が27%とかなり低かったため、データの信頼性に問題は残っ

たが、感じる力を培うことに関して、クラブ活動は大きな役割を果たしていることが推測された。特

にクラブの運営などを最も中心的に担当している 3年生では、その傾向は顕著で、あった。

4)感じる力を培うことにおけるクラブ活動の意義

①どのような意義か?

・様々な人々と交流でき、様々な世界に触れて、多様な経験ができる (12)

-音楽に対する理解が深まり、自分自身の中で音楽の占める割合がふえる (4)

・普段のキャンパスライフでは学びきれないことを学ぶことができる (2)

-自主的・積極的に活動できるので、敏感に情報や人の働きかけを受け取れる (2)

他に「自己表現が容易になる」などもあった。

②どのような時に認識しますか?

-人と話し合ったり、コミュニケーションをとる時 (6)

・定期演奏会など特別な行事の時 (4)

-すべての時 (3)
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-曲の練習をしている時 (3)

-以前と違ったものの見方を感じた時 (2)

-音楽を通していろいろな文化に触れられた時 (2)

他に「一つの目標に向かつて動いている時Jや、 「一つの集団を預かった時jのような意見もあっ

た口 2の質問の回答と共通点が多かったが、音楽クラブ特有の回答も多くみられた。

③クラブ活動のもつ独自の意義

この設問では、該当する答えすべてにOをするとしづ形式で尋ねた。下記の設問の右側に、矢印で

25人中何人がOをしたかを回答の多い順に記した(括弧内はその0/0)0 A部と B部の問、また学年の

間で、有意な差はなかった。

・感じたことを表現する力を伸ばせる。→19/25(76%) 

・感性を共有できる。→16/25(64%) 

-自発的・自主的に感性を伸ばせる。→14/25(56%) 

・感動体験が多い。→13/25(52%) 

・より継続的に感じる力を培える。→8/25(32%) 

その他の自由記述の欄では、 「恥ずかしがらずに素直に表現できる体験ができるJ、 「実体験がで

きる」、 「人間性の違いに感動する」としづ意見があった。

以上のように、感じる力を培う上で、クラブ活動で学生が最も大切にしているのは、人々との共同

体験であり、音楽系というクラブの特徴としては、表現力の向上で、あった。 i共有性」、 「表現する」

という感性の位相については、過半数の学生がクラブ活動独自の意義と考えていた。

5)感じる力を培うことに関して、クラブ活動があまり意義がない場合の理由

この間いに該当する回答は全くなかった。

6)クラブ活動で「感じる力Jを培うことに関して、教員の果たしうる役割

-学生と同じ視点にたち、共に培う (6)

-学生の考え方ややりたいことに対して、方向性を示唆するアドバイザー (6)

・より専門家としての助言や指導 (6)

-よい音楽に出会うきっかけや刺激を与える (4)

全体的に、教員には何らかの支援を期待する意見が多く、 「放っておく j という意見は一人だけで

あった。専門的なアドヴアイスを求める学生と、学生と同じ視点に立ち、共に感じる力を発展させる

ことを求める学生の両群が認められた。

E 感じる力を培う教育と感動

先の、感じる力を培うことに対するクラブ活動の効果に対するアンケート調査からは、音楽系クラ

ブ活動に属している学生は、感じる力を培う上で、クラブ活動そのものに大きな意義を認めているこ

とが確認された。クラブ独自の意義として、感動体験が多いという回答も過半数の回答者で、あったO

感性システムのフレームワークにおいては、 「表現するJ i共有するJとしづ面については、独自の

意義があることが確認された。また、クラブ活動で感じる力を培うことに関して、教員にも何らかの

支援を期待する意見が大部分で、あったO
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人間にアクションを仕掛け、その活動に変化を生み出すアクション・リサーチ、そして現実のフィ

ールドで行われる解決志向型の方法が、感じる力を培うことに対して有効であることについては、本

プロジェクトのこれまでの研究で検討してきた4)。アンケート調査においては、学生自身も体験型授

業が感性を培うために有意義と考える傾向があった。

感動の体験は、感性を培う上でも重要であり、特に共有するという面において特徴がある。今回の

アンケート調査の対象となった学生のクラブ活動も、ともに演奏活動をするという点において、まさ

に感性を培う割合の高いクラブであるが、学生が主体的に取り組む活動であり、そこではまさに共同

体験やコミュニケーションが大きな役割を占める。教員が関わり、ともに感動体験を創造し得るとい

う点においても、感性を培う教育モデ、ルに何らかの示唆を与えることができると思われる。

感動の究極の姿とも考えられる至高体験が、精神性や価値観に関わることが多いこと、また感動が

感性を豊かにし、創造性、自発性を高める効果があることを考えた時、個別的-共有的という感性シ

ステムの軸は、独自の意味を持っている。学生の創造的体験を取り入れた教育において、個別性を十

分に尊重しつつ共有性への視点をもつことは、教育モデ、ノレを考える上で、も一つの方向性として有意義

ではないだろうか。
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